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Abstract

The aim of this study was to investigate the stress endured during daily life and the

subsequent coping behavior amongst junior high school students (327 boys and 341 girls). "Being

worried about school results" was a frequent stress on junior high school students, followed by

"having to complete a job quickly" and "having to do an undesirable job". "Loss of important

things" was the most serious incident. Among coping behaviors of junior high school students

"consulting with a reliable person" was the most common, followed by "trying to immerse

themselves in study or hobbies" and "making efforts to overcome difficulties". Their coping

behaviors were mostly active. However, the higher the stress score indicated, the more passive

the behavior became. These results suggest that health education should be introduced at junior

high school to aid the students in coping with the different types of stress endured in daily life.

I.は じ め に

現代の子供たちは多くの日常ストレスを抱えている

が,結構うまくストレスに対処して健康に生活してい

ると思われる。しかし,うまく対処しきれない場合も

少なくない。谷尾ら1)は,先に小学生の日常ストレスと

対処行動の調査を行い,日常ストレスとしては「友達

とうまくいかなかった」,「自分の言ったことや行動で

他の人をがっかりさせた」,「自分が失敗するのではな

いかと恐れた」が多く,影響が最も強かったのは「誰

かにいじめられた」であり,また,ストレスが多い子

供は消極的対処行動が多いことを指摘し,好ましいス

トレス対処行動に向けての援助の必要性を報告した。

安藤2)は,学校生活がもたらすストレスにどうして

も適応しきれなくて,心理面や行動面に病理性を生じ

ることがあることを報告しているが,宗像3)は,ストレ

スに対し適切な対処行動を行うことがストレス反応の

低減に有効であることを報告しており,子供たちへの

好ましいストレス対処行動のへ援助は極めて大切と言

える。

文部省は平成10年に告示した中学校学習指導要領4)

の保健分野の中で,心の健康にはストレスに適切に対

-29-



谷尾千里・村松常司・吉田 正・坂田利弘・佐藤和子・村松園江

処することが重要であり,ストレスの慢性化を回避す

る手段としてストレスヘの対処に重点を置く指導を導

入することの重要性を指摘した。そこで,本研究は中

学生の日常ストレスと対処行動を追究し,青少年のス

トレス低減への方策を探る。

II.研 究 方 法

1.調査対象ならびに調査時期

愛知県下の中学校2校の1~3年生の668名(男子

327名,女子341名)を調査対象とし,平成12年2月~3

月にかけてアンヶ一卜調査を実施した。

2。調査方法ならびに調査内容

調査は無記名自己記入法とし,内容は以下に示す項

目である。

(1)日常ストレス

中村らの調査5)で用いられた31項目から｢学校を落

第した｣を除く30項目について経験の有無とその影響

を調査した(表1参照)。

ラザルスら6)7)は,心理的ストレスを大きな出来事よ

りもむしろ｢日常生活におけるごたごた｣が病気の発

症により関連が深いとしており,しかも,彼らはスト

レスとなる出来事そのものよりも,それを個人がどう

受け止め,評価し,対処するかが重要であるとしてい

る。本研究のストレスはこのラザルスの定義による。

(2)対処行動

宗像8)や伊藤ら9)の項目を参考に,積極的対処行動9

項目と消極的対処行動9項目の合わせて18項目の経験

の有無を調査した(表3参照)。

3。分析方法

(1)･日常ストレス

日常ストレスの経験があると答えた項目の総数をス

トレス個数(範囲はO~30個)とし,さらに,経験が

あった場合にはそれが自分に与えた影響を「全然平気

1点」,丁まあ平気2点」,「大変3点」,「とても大変4

点」の4段階で回答させ,その合計をストレス得点と

した。得点が高いことはストレスの影響が強いことを

意味する。

(2)対処行動

対処行動の「かなりそうする」,「まあそうする」の

回答を1点,「そうしない」をO点とし,対処行動を積

極的対処行動(範囲はO~9点)と消極的対処行動(範

囲はO点~9点)に分けて比較した。

4。比較方法

データ処理はSPSS for Windows ver. 9を使用し

た。各質問項目の回答の割合の比較にはχ2検定を,2

群間の平均値の差の検定にはt検定を,多群間の平均

値の差の検定には一元配置分散分析(多重比較には

-

Scheffe, 5%水準)を行った。

IⅡ｡調 査 結 果

1.日常ストレス

表1に示すように,中学生の日常ストレスの中では

「自分の学校の成績のことで悩んだ」が最も多く,以

下丁急にたくさんやらなければならないことができ

た」,「自分のイヤなことをしなければならなかった」

と続いた。男子では「自分の学校の成績のことで悩ん

だ」が最も多く,以下「急にたくさんやらなければな

らないことができた」,「試験や試合などで失敗した」,

「自分のイヤなことをしなければならなかった」,「自

分のとても望んでいたことができなかった」と続いた。

また,女子では「自分の学校の成績のことで悩んだ」

が最も多く,以下,「自分の顔やスタイルのことで悩ん

だ」,「急にたくさんやらなければならないことができ

た」,「自分の言ったことや行動で他の人をがっかりさ

せた」,「自分が失敗するのではないかと恐れていた」

と続いた。 ゛

性別に差がみられた項目は「自分の学校の成績のこ

とで悩んだ」,「急にたくさんやらなければならないこ

とができた」,「自分の言ったことや行動で他の人を

がっかりさせた」,「自分が失敗するのではないかと恐

れていた」,「自分の将来のことで悩んだ」,「自分の顔

やスタイルのことで悩んだ」,「友達とうまくいかな

かった」,「自分の性格のことで悩んだ」,「何か大きな

決心をしなくてはならなかった」,「友達や親の争いや

トラブルに巻き込まれた」の10項目であり,いずれも

女子の方が多かった。

表2は中学生の日常ストレスの「大変」,「とても大

変」の割合を示した。最も高かったストレスは「自分

の大切なものを失ってしまった」であり,以下「身近

な人が重い病気になった,または亡くなった」,「誰か

にひどくいしめられた」,「自分の学校の成績のことで

悩んだ」,「自分の言ったことや行動で他の人をがっか

りさせた」と続いた。性差がみられた項目は8項目あ

り,いずれも女子の方が高かった。

2。対処行動

表3は中学生の対処行動の「かなりそうする」,「ま

あそうする」の割合を示した。「信頼できる人に相談す

る」が最も多く,以下「勉強や趣味に集中する」,「困

難に立ち向かい努力して乗り越える」,「いろいろ考え

見方や考え方を変える」,「人に話して気持ちを分かっ

てもらう」が続いた。

性別に比較すると,男子が高かった対処行動は「勉

強や趣味に集中する」,「何もしないで我慢する」,「友

達の家に遊びに行く」,「部活動に熱中する」,「怒りを

抑えたり欲求不満をためたりする」,「気分転換のため

に軽い運動をする」,「誰にも相談せずに悩みつづける」
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表1.中学生の日常のストレスの経験率

中学生の日常ストレスと対処行動

註1)数字は人数,( )は%

註2)検定はχ2検定を用いて中学生の日常ストレスの経験率を性別に比較した。

註3)*:P<0.05(5%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

註4)**:P<0.01(1%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

であり,女子が高かった項目は「信頼できる人に相談

する」,「いろいろ考え見方や考え方を変える」,「人に

話して気持ちを分かってもらう」,「機嫌が悪ぐなりつ

い人を責めてしまう」,「買い物などをして気を晴ら

す」,「おいしいものを食べたりやけ食いをする」,「泣

きわめいたり取り乱したりする」であった。

3。ストレス個数と対処行動

中学生のストレス個数の平均(標準偏差)は男子10.

1 (5.6),女子12.3 (5.3)であり,女子の方が有意に

多かった。積極的対処行動の平均(標準偏差)は男子

が6.2 (2.2),女子が6.2 (1.9)であり,消極的対処行

動では男子が4.4 (2.2),女子が4.7 (1.9)であった。

いずれも性差はみられなかった。

表4は男子のストレス個数の平均の- 1 S.D.未満

-

(4個以下)を少群,±1S.D.以内(5~15個)を中

群,+1S.D.より上(16個以上)を多群の3群に分けて

対処行動得点を比較した。 3群間では有意差はみられ

なかった。女子も男子と同様に少群,中群,多群の3

群に分けて比較した(表5)。消極的対処行動に有意差

がみられ,どちらも多群が高かった。

4。ストレス得点と対処行動

中学生のストレス得点の平均(標準偏差)は,男子

が24.0 (16.4),女子が31.5 (16.4)であり,女子の方

が有意に高かった。表6は男子のストレス得点を平均

の-1S.D.未満(7点以下)を低群,±1S.D.以内(8

~40点)を中群,+1S.D.より上(41点以上)を高群の

3群に分けて対処行動得点を比較した。 3群間では有

意差はみられなかった。女子も男子と同様に低群,中
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群,高群の3群に分けて比較した(表7)。消極的対処

行動に有意差がみられ,高群が最も高かった。

IV.考 察

中学生の日常ストレスは学業に関するものが他の学

校ストレッサーに比べて顕著に高いことが報告されて

いる1o)。学業活動は中学生の学校生活における大きな

関心事であり,学校ストレスの主要な原因であると言

える11)。中村ら5)の調査においても,10代の子どものス

トレスとしては｢自分の学校の成績のことで悩んだ｣

が53.7%と多いことが報告されている。本調査におい

て経験した者が最も多かった出来事は｢自分の学校の

成績のことで悩んだ｣であり, 68.4%が経験していた。

先の小学生1)の｢自分の学校の成績のことで悩んだ｣は

44.5%であった。

表2.中学生の日常ストレスの「大変」「とても大変」の割合

牟田12)は,子ども達は点数や偏差値による評価に重

きを置かれており,点数が取れ,それに自尊心を抱け

る子どもは別として,かなり多くの子ども達は必要以

上に劣等感を持ちやすくなっており,そのことが学校

に対する魅力を失わせているのではないかとしてい

る。また,生野13)は,学業に伴うストレスは学習困難な

子どもだけではなく,むしろ常に優秀な成績を取とり,

周囲から過剰な期待を担っている子どもに多くみられ

ているとしている｡総務庁14)の調査においても,中学生

の悩みや心配事としては｢勉強や進学のこと｣が多く,

厚生省15)の調査においても,12~13歳の悩みは｢自分の

学業・受験・進学｣が多いことが報告されている。中

学生の学業に関するストレスの大きさが窺える。

女子の日常ストレスで｢顔やスタイルのことで悩ん

だ｣は75.1%あり,女子の多くが訴えていた。男子の

註1)数字は人数,( )は%

註2)検定はχ2検定を用いて中学生の日常ストレスの「大変」,「とても大変」の割合を性別に比較した。

註3)各ストレスとも表1の日常ストレスを経験した者を100%Nとした。

註4)*:P<0.05(5%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

註5)**:P<0.01(1%以下の危険率で性別に有意差が認められた)
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表3.中学生の対処行動の経験率

中学生の日常ストレスと対処行動

註1)数字は人数,( )は%

註2)検定はχ2検定を用いて中学生の対処行動の割合を性別に比較した。

註3)○:積極的対処行動,△:消極的対処行動

註4)*:P<0.05(5%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

註5)**:P<0.01(1%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

表4.中学生のストレス個数と対処行動(男子)

註1) N.S.:3群間に有意差がみられない。

註2) S.D.:標準偏差

表5.中学生のストレス個数と対処行動(女子)

註1) N.S.:3群間に有意差がみられない。

-33-



谷尾千里・村松常司・吉田 正・坂田利弘・佐藤和子・村松園江

表6.中学生のストレス得点と対処行動(男子)

註1) N.S.:3群間に有意差がみられない。

表7.中学生のストレス得点と対処行動(女子)

註1) N.S.:3群間に有意差がみられない。

｢顔やスタイルのことで悩んだ｣は36.1%あり,女子

と比較すると少ない。また,先の小学生1)の調査では。

｢顔やスタイルのことで悩んだ｣は男子20.7%,女子

54.5%であり,男女とも中学生の方が高く,性差は同

様に認められた。

今回の中学生の調査でいじめを受けた者は12.3%で

あり,その影響が大きかったとする割合は65.9%あっ

た。また,先の小学生の調査1)では,いじめを受けた者

は13.3%であり,その影響が大きかったとする割合は

76.0%あり,小中学生ともいじめの経験の割合は低い

が影響の程度は大きいと言える。島16)は,昨今の学童期

における大きなストレス源の一つはいじめであるとし

ており, NHKの中学生の世論調査17)においては,4分

の3の生徒が被害者にしろ加害者にしろ,何らかの形

でいじめに関わっているとしている。

三浦ら18)は,対処行動は一種類であることは少なく,

いくつかの種類の対処行動を組み合わせて用いること

が多いとしている。大竹ら19)は,行動的,認知的,情動

的回避というコーピング(対処)は単に問題から逃避

したり,その状況から回避したりしているだけでなく,

個人の情動を左右することによって精神的にゆとりを

もたらすような効果があるとしている。また,大竹ら2o)

は,直接問題の解決にはつながらないような対処行動

であっても,気晴らしや気分転換をすることによって,

問題を解決するための適切な意欲が回復したり,解決

の手段を見出す余力が持てるようになると報告してい

る。

伊藤9)は相談者の有無と対処行動との関連が有意に

認められたことを報告しており,森本21)は,情緒的支援

網と対処行動の間には正の相関関係があり,情緒的支

援網は男性には間接的な効果であるが,女性には直接

的にストレスを減少させていたことを認めている。本

調査の対処行動では｢信頼できる人に相談する｣が男

女とも非常に多い対処行動(男子73.1%,女子oy. i /o)

であった。統計的には性差は認められ,女子の方が多

かった。小学生1)の対処行動の中では｢信頼できる人に

相談する｣が男女とも最も高く(男子78.8%,女子85.

9%),対処行動として極めて重要な行動であると言え

る。

中学生の日常ストレスと対処行動との関連をみる

と,女子の消極的対処行動に差がみられ,ストレス個

数ならびにストレス得点が高くなるほど消極的対処行

動を多く行っていた。伊藤22)の調査においても,悩み得

点が少なくなるほど積極的対処行動をとり,悩み得点

が多くなるほど逃避的行動をとることを報告されてい

る。これは,宗像8)が指摘しているように,積極的対処

行動はストレス反応の減少につながり,消極的対処行

動はストレス反応の増加につながることに起因してい

る結果であると考える。

沢崎23)は,何かストレスになるのか,また,ストレス

の強さはどの程度かについては個人差が大きいことを

考えなければならないとしている。また,富田24)は,｢思

春期の子どもには適度のストレスは必要である。むし

ろさまざまなストレスにさらされ肯定され,大人への

準備をしていくのがこの時期の子どもの姿であり,外

界からの刺激であるストレスは人格の成長にとって欠

かせないものである。ストレスは,人格形成の糧とな

るもであり,私たちはこのことを認識しておくことが

大切である｣と指摘している。この富田24)の指摘は極め

て大切である。今回の結果からも中学生は多くのスト

レスに曝されていることが分かった。今後,学校にお

いて中学生のストレス対処への指導が行われることが
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急務であることが示唆された。

V.要 約

本研究では,中学生1~3年生668名(男子327名,

女子341名)を対象に中学生の日常ストレスと対処行動

との関連を追究し,以下に示す結果を得た。

中学生の日常ストレスは「自分の学校の成績のこと

で悩んだ」が最も多く,以下,「急にたくさんやらなけ

ればならないことができた」,「自分のイヤなことをし

なければならなかった」が続き,影響が大きかった出

来事は「自分の大切なものを失ってしまった」が最も

多かった。対処行動では「信頼できる人に相談する」

が最も多く,以下,「勉強や趣味に集中する」,「困難に

立ち向かい努力して乗り越える」が続き,上位には積

極的対処行動が多かった。ストレス個数ならびにスト

レス得点と対処行動の関連では,ストレス個数ならび

にストレス得点が高くなるほど消極的対処行動が多

かった。

以上の結果が示すように,中学生は日常生活におい

て多くのストレスに曝され,ストレスの個数や得点が

高いほど消極的対処行動を採っていることが分かっ

た。今後,ストレス対処行動に着眼した健康教育が行

われ,中学生のストレス低減が図られることが急務と

考えられる。
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